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 要 旨   

背景: 本研究では、地域在住の高齢者におけるアルコール摂取が慢性腎臓病（CKD）リスクに及ぼ

す影響を調査した。 

 

方法: NHIS-Seniorコホートデータ（2009～2018年）を用いて全国規模の後ろ向き観察研究を実施

した。推定糸球体濾過率（eGFR）が 60 mL/分/1.73 m 2以上の 65歳以上の成人を対象とした。ア

ルコール摂取は、非飲酒、軽度、中等度、重度の飲酒に分類した。CKD発症は eGFR < 60 mL/分/1.73 

m 2と定義した。 

 

結果: 122,319人のうち、非飲酒群、軽度飲酒群、中等度飲酒群、重度飲酒群はそれぞれ 99,091人

（81.0%）、14,842人（12.1%）、4257人（3.5%）、4139 人（3.4%）であった。追跡調査期間中、非飲

酒群、軽度飲酒群、中等度飲酒群、重度飲酒群でそれぞれ 19,796人（20.0%）、4,636人（31.2%）、

1,696 人（39.8%）、1,695 人（41.0%）が CKDを発症した。Cox回帰分析では、CKD発症のハザード

比（HR）は、非飲酒群に対して、軽度飲酒群で 0.90（95%信頼区間[CI] 0.87-0.94、p < 0.001）、

中等度飲酒群で 0.89（95%信頼区間[CI] 0.84-0.95、p < 0.001）、重度飲酒群で 0.93（95%信頼区

間[CI] 0.88-0.99、p = 0.027）であった。サブグループ解析では、アルコール摂取が CKD発症に

対して予防的であったのは、男性では 65～74 歳の中等度飲酒者、男性では 75 歳以上の軽度飲酒

者、女性では 85歳未満の軽度飲酒者においてであった。 

 

結論：本研究は、高齢者、特に男性において、アルコール摂取が CKD発症リスクと負の相関関係に

あることを示している。  


